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MafB 欠損マウスには GFP が、MafA 欠損マ





















































































































































 マウス全遺伝子に対する microarray 解析










した F4/80 の発現とともに、MafB および
c-Maf 欠損マウスで減少していることが明ら
































































(5) MafB/c-Maf 重複完全欠損マウスの解析 

















臓における microarray 解析 
 血島形成異常および死因を明らかにする
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